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校
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理
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書
に
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湾

の
扱

い
に
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台
湾
は
、
現
在
、
中
華
民
国
と
い
う
国
家
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
と
は
別

の
国
で
あ
る
、
と

い
う

の
が
実
態

で
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
人
の
多
く
は
、
「台

湾
は
中
華
人
民
共
和
国
の

一
部
で
あ
る
」
で
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。

こ
う

い
っ
た
認
識
の
ず
れ
は
ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
。
そ
の
原
因
の
中
心
が
、

中
学
校

の
地
理
教
科
書
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
、
そ
こ
を
中
心
に
、
ま
ず
第

一
章

で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
と
日
本
人
に
見
ら
れ
る
、
台
湾
認
識
の
間
違

い
の
根
本
原

因
は
何
か
を
確
認
す
る
。
第
二
章
、
第
三
章
で
は
、
日
本
と
の
違

い
を
確
認
す
る

た
め
に
、
第
二
章
で
は
、
中
華
民
国

(台
湾
)
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地
図
を
検
証

し
、
第
三
章
で
、
中
華
民
国
以
外

の
外
国
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地
図
を
検
証
し

た
。次

に
日
本
人
の
台
湾
認
識
に
与
え
た
影
響
を
見
る
た
め
第
四
章
で
、
日
本

の
中

学
校
地
理
教
科
書
と
、
地
図
帳
を
年
代
別
に
見
て
検
証
し
た
。

第

一
章

で
は
、
ま
ず
、
N
H
K
の
報
道
、
読
売
新
聞
の
歴
史
教
科
書
特
集

の
記

事
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
メ
デ
ィ
ア
の
間
違

い
の
中
に
見
ら
れ
る
、
「台
湾
独
立

の
意
味
」

へ
の
勘
違

い
を
、
問
題
に
し
た
。

そ
し
て
多
く

の
日
本
人
が
勘
違
い
し

て
い
る

「台
湾
独
立
の
意
味
」
を
中
心
に
、

台
湾
独
立
の
意
味
は

「
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
の
独
立
」
で
は
な
く
、
「現
行

の

中
華
民
国
体
制
か
ら
の
独
立
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
、
確
認
す
る
。

第

二
章
で
は
、
蒋
介
石
時
代
の
、
ロ
シ
ア
の

一
部
や
、
タ
ミ
ー
ル
高
原
の

一
部

ま
で
含
ん
で
し
ま
う
、
「架
空
の
中
華
民
国
の
地
図
」
か
ら
、

一
九
八
八
年
の
民

主
化
後

の
地
図
、
最
新

の
地
図
ま
で
を
紹
介
し
、
民
主
化
と
と
も
に
、
虚
構
で
は

な

い
、
現
実
の
世
界
地
図
に
徐

々
に
、
是
正
さ
れ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

た
。第

三
章

で
は
、
中
華
民
国
以
外
の
外
国
で
発
行
さ
れ
て
い
る
地
図
を
見
る
こ
と

で
、
世
界
の
主
要
国
の
多
く
は
台
湾
と
中
華
人
民
共
和
国
を
、
区
別
し
た
地
図
を

使

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。

第
四
章

で
は
、
地
理
教
科
書
と
地
図
帳

の
検
証

の
結
果
、
昭
和
四
十
七
年

の

「日
中
共
同
声
明
」

に
よ
っ
て
昭
和
四
十
九
年
か
ら
、
中
華
民
国

(台
湾
)
の
教

科
書

へ
の
記
述
に
制
限
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
七
年

に
新
た
に
文
部
省
検
定
基
準
と
し
て
設
け
ら
れ
た

「近
隣
諸
国
条
項
」
の
影
響
も
垣
間
見
ら
れ
た
。

ま
と
め
と
し
て
、
ま
ず
、
日
本
人
の
台
湾
認
識

の
間
違

い
は
ま
ず
、
地
理
教
科

書
か
ら
来
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
隣
国
を
隠
す
よ
う
な
教
育

の

是
正
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
日
本
の
教
科
書
、
地
図
帳
に
お
い
て
、
台
湾
を
中
華

平成16年度*文 学研究科文化財史料学専攻
一174一



刀奈良大学大学 院研究年報 第11号(2006年)

民
国

(台
湾
)
と
、
き
ち
ん
と
事
実
を
記
載
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
相
手

の
意
見

を
た
だ
た
だ
、
聞

い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
我
が
国
の
立
場
を
表
明
し
、
毅
然

と
し
た
態
度
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
軋
櫟
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
成
熟
し
た
関
係
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
、
考
察

し
た
。
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